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  （百万円未満切捨て）

１．平成30年３月期第２四半期の連結業績（平成29年４月１日～平成29年９月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

30年３月期第２四半期 20,314 2.8 256 △59.8 255 △25.5 2,152 900.4 

29年３月期第２四半期 19,768 0.8 638 93.6 343 26.2 215 36.3 
 
（注）包括利益 30年３月期第２四半期 2,305 百万円 （－％）   29年３月期第２四半期 184 百万円 （△12.8％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

30年３月期第２四半期 1,045.53 － 

29年３月期第２四半期 104.50 － 

（注）当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度の期

首に当該株式併合が行われたと仮定して、「１株当たり四半期純利益」を算定しております。 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

30年３月期第２四半期 36,268 11,101 30.7 5,413.33 

29年３月期 29,791 8,593 29.1 4,205.05 
 
（参考）自己資本 30年３月期第２四半期 11,144 百万円   29年３月期 8,657 百万円 

（注）当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度の期

首に当該株式併合が行われたと仮定して、「１株当たり純資産」を算定しております。 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

29年３月期 － － － 8.00 8.00 

30年３月期 － －       

30年３月期（予想）     － 60.00 60.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。平成30年３月期（予

想）の１株当たり期末配当金及び１株当たり年間配当金合計については、当該株式併合の影響を考慮した金額を記載し

ております。詳細については、「業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項」をご覧ください。 

 



 

３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率） 
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 50,000 16.3 1,100 △4.2 1,000 △14.4 2,600 144.4 1,262.81 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有 

 

連結業績予想の修正については、本日(平成29年11月10日)公表いたしました「平成30年３月期第２四半期累計期間業

績予想値と実績値との差異および通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。 

 

当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。平成30年３月期の連結

業績予想における１株当たり当期純利益については、当該株式併合の影響を考慮しております。詳細については、「業

績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項」をご覧ください。 

 

※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：有 

新規 1社  （社名）九州建設株式会社 

（注）詳細は、添付資料P.9「2.四半期連結財務諸表及び主な注記（4）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動）」をご覧ください。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有 

（注）詳細は、添付資料P.9「2.四半期連結財務諸表及び主な注記（4）四半期連結財務諸表に関する注記事項

(四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用)をご覧ください。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年３月期２Ｑ 2,207,285 株 29年３月期 2,207,285 株 

②  期末自己株式数 30年３月期２Ｑ 148,494 株 29年３月期 148,388 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期２Ｑ 2,058,888 株 29年３月期２Ｑ 2,059,101 株 

（注）当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計

年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定して、「期末発行済株式数」、「期末自己株式数」及び「期

中平均株式数」を算定しております。 

 

※  四半期決算短信は四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

（株式併合後の配当及び連結業績予想について） 

 当社は、平成29年６月29日開催の第72回定時株主総会において、株式併合について承認可決され、平成29年10月１

日を効力発生日として、普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。なお、株式併合考慮前に換算

した平成30年３月期の配当予想及び連結業績予想は以下のとおりとなります。 

１．平成30年３月期の配当予想 

１株当たり配当金    期末  6円00銭 

２．平成30年３月期の連結業績予想 

１株当たり当期純利益  通期 126円28銭 



○添付資料の目次

 

１．当四半期決算に関する定性的情報 …………………………………………………………………………………… 2

（１）経営成績に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 2

（２）財政状態に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 2

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ……………………………………………………………… 2

２．四半期連結財務諸表及び主な注記 …………………………………………………………………………………… 3

（１）四半期連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………………… 3

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ……………………………………………………… 5

四半期連結損益計算書  

第２四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 5

四半期連結包括利益計算書  

第２四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 6

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 ………………………………………………………………………… 7

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………………………… 9

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… 9

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ………………………………………………………… 9

（当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動） ……………………………………………………… 9

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） ……………………………………………………… 9

３．補足情報 ………………………………………………………………………………………………………………… 10

受注の状況（個別） ……………………………………………………………………………………………………… 10

 

 

- 1 -



１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、海外経済の回復や国内設備投資の増加等により、企業収益や

雇用・所得環境が改善し、個人消費も持ち直しており、景気は回復基調にあります。一方で、北朝鮮をめぐる地政

学的リスクの高まりにより、景気の先行きは不透明感を増しています。

 建設業界におきましては、公共・民間工事とも受注環境は比較的堅調に推移いたしましたが、慢性的な技術者・

技能労働者の不足や労務・資機材価格の高止まりが続いており、経営環境は予断を許さぬ状況が続いています。 

 こうした状況の中、当社グループは顧客の更なる信頼と満足に応える企業を目指し、技術・品質・価格の総合的

な競争力の向上に努め、受注と利益の確保に取り組んでまいりました。その結果、当第２四半期連結累計期間の業

績は、売上高が20,314百万円（前年同四半期比2.8％増）となりました。利益につきましては、営業利益256百万円

（前年同四半期比59.8％減）、経常利益255百万円（前年同四半期比25.5％減）、親会社株主に帰属する四半期純

利益2,152百万円（前年同四半期比900.4％増）となりました。

 また、当社グループの売上高は、主たる事業である建設事業において、契約により工事の完成引渡しが第４四半 

期連結会計期間に集中しているため、第１四半期連結会計期間から第３四半期連結会計期間における売上高に比 

べ、第４四半期連結会計期間の売上高が著しく多くなるといった季節的変動があります。

 

（２）財政状態に関する説明

 当第２四半期連結累計期間末の総資産は、主に連結子会社の増加等により、前連結会計年度末に比べ6,477百万

円増加し36,268百万円となりました。 

 負債につきましても、主に連結子会社の増加等により、前連結会計年度末に比べ3,968百万円増加し25,167百万

円となりました。 

 純資産は、前連結会計年度末に比べ2,508百万円増加し、11,101百万円となりました。これは四半期純利益によ

る利益剰余金の増加やその他有価証券評価差額金の増加等によるものです。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 連結業績予想の修正については、本日(平成29年11月10日)公表いたしました「平成30年３月期第２四半期累計期

間業績予想値と実績値との差異および通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成29年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 6,946,932 9,552,723 

受取手形・完成工事未収入金等 13,785,640 12,314,265 

販売用不動産 143,067 142,719 

未成工事支出金 265,497 1,106,790 

商品及び製品 2,689 － 

材料貯蔵品 5,663 20,521 

繰延税金資産 164,337 209,811 

その他 1,041,754 1,076,599 

貸倒引当金 △62,946 △30,575 

流動資産合計 22,292,637 24,392,856 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 1,086,910 1,557,582 

機械装置及び運搬具（純額） 32,412 47,311 

船舶（純額） 0 0 

工具、器具及び備品（純額） 25,678 40,348 

土地 4,019,559 7,212,124 

建設仮勘定 5,000 － 

その他（純額） 10,351 8,701 

有形固定資産合計 5,179,911 8,866,069 

無形固定資産    

その他 51,641 54,584 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,631,150 2,360,994 

長期貸付金 331,286 334,880 

繰延税金資産 76,538 53,843 

長期未収入金 234,686 234,849 

破産更生債権等 8,081 146,067 

その他 205,593 214,807 

貸倒引当金 △220,053 △390,052 

投資その他の資産合計 2,267,284 2,955,389 

固定資産合計 7,498,837 11,876,043 

資産合計 29,791,474 36,268,899 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成29年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形・工事未払金等 8,380,449 8,967,679 

電子記録債務 2,009,665 1,275,959 

短期借入金 2,775,715 2,943,855 

1年内償還予定の社債 115,000 115,000 

未払法人税等 464,313 122,763 

未成工事受入金 2,338,222 4,718,450 

完成工事補償引当金 99,486 119,029 

工事損失引当金 86,047 41,024 

賞与引当金 177,039 227,119 

その他 1,385,502 1,532,253 

流動負債合計 17,831,442 20,063,134 

固定負債    

社債 90,000 32,500 

長期借入金 2,612,159 3,107,431 

繰延税金負債 6,951 1,025,448 

再評価に係る繰延税金負債 88,504 88,504 

役員退職慰労引当金 － 34,875 

環境対策引当金 2,394 2,394 

退職給付に係る負債 426,709 530,758 

資産除去債務 24,685 31,538 

その他 115,376 250,496 

固定負債合計 3,366,779 5,103,947 

負債合計 21,198,222 25,167,082 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,368,032 2,368,032 

資本剰余金 2,684,353 3,061,044 

利益剰余金 3,989,323 5,985,443 

自己株式 △164,912 △165,175 

株主資本合計 8,876,797 11,249,345 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 269,233 386,643 

土地再評価差額金 △490,784 △490,784 

為替換算調整勘定 3,610 5,069 

退職給付に係る調整累計額 △1,220 △5,353 

その他の包括利益累計額合計 △219,160 △104,425 

非支配株主持分 △64,385 △43,102 

純資産合計 8,593,252 11,101,817 

負債純資産合計 29,791,474 36,268,899 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

売上高 19,768,719 20,314,421 

売上原価 17,937,612 18,542,573 

売上総利益 1,831,106 1,771,848 

販売費及び一般管理費 1,192,246 1,515,275 

営業利益 638,859 256,573 

営業外収益    

受取利息及び配当金 22,276 28,183 

為替差益 － 26,001 

その他 24,070 19,934 

営業外収益合計 46,346 74,119 

営業外費用    

支払利息 42,405 31,199 

貸倒引当金繰入額 23,462 34,688 

為替差損 259,701 － 

その他 15,971 8,911 

営業外費用合計 341,541 74,799 

経常利益 343,664 255,892 

特別利益    

固定資産売却益 20,743 19,682 

負ののれん発生益 － 2,037,324 

特別利益合計 20,743 2,057,006 

特別損失    

固定資産除売却損 4,340 413 

特別損失合計 4,340 413 

税金等調整前四半期純利益 360,067 2,312,485 

法人税等 135,646 127,952 

四半期純利益 224,420 2,184,532 

非支配株主に帰属する四半期純利益 9,235 31,897 

親会社株主に帰属する四半期純利益 215,185 2,152,635 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    (単位：千円) 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

四半期純利益 224,420 2,184,532 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △27,909 122,011 

為替換算調整勘定 △11,790 2,937 

退職給付に係る調整額 159 △4,133 

その他の包括利益合計 △39,539 120,815 

四半期包括利益 184,881 2,305,348 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 181,596 2,267,370 

非支配株主に係る四半期包括利益 3,285 37,978 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 360,067 2,312,485 

減価償却費 78,683 63,145 

負ののれん発生益 － △2,037,324 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 22,489 20,169 

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 986 1,373 

工事損失引当金の増減額（△は減少） △985 △45,023 

賞与引当金の増減額（△は減少） 37,473 50,079 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） － 2,687 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △2,472 △2,457 

受取利息及び受取配当金 △22,276 △28,183 

支払利息 42,405 31,199 

固定資産売却損益（△は益） △20,743 △19,682 

固定資産除却損 4,340 413 

売上債権の増減額（△は増加） 492,852 3,498,493 

たな卸資産の増減額（△は増加） △386,848 △798,766 

仕入債務の増減額（△は減少） △802,260 △2,556,811 

未成工事受入金の増減額（△は減少） 1,157,578 1,806,353 

その他の流動資産の増減額（△は増加） △403,557 △33,145 

その他の流動負債の増減額（△は減少） 202,758 △27,011 

為替差損益（△は益） 18,156 △3,955 

その他 △12,155 △17,237 

小計 766,492 2,216,801 

利息及び配当金の受取額 21,555 30,305 

利息の支払額 △40,843 △33,496 

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △9,838 △434,171 

営業活動によるキャッシュ・フロー 737,366 1,779,438 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △134,214 △143,972 

定期預金の払戻による収入 119,703 149,013 

有形固定資産の取得による支出 △26,999 △101,000 

有形固定資産の売却による収入 435,865 103,960 

無形固定資産の取得による支出 △648 △5,402 

投資有価証券の取得による支出 △14,797 △742 

投資有価証券の売却による収入 6,209 6,327 

貸付けによる支出 △16,502 △6,176 

貸付金の回収による収入 8,990 14,289 

資産除去債務の履行による支出 － △7,650 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

収入 
－ 804,183 

その他の支出 △8,078 △10,974 

その他の収入 6,855 8,026 

投資活動によるキャッシュ・フロー 376,384 809,881 
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    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入れによる収入 15,627,732 8,233,960 

短期借入金の返済による支出 △16,073,500 △8,118,610 

長期借入れによる収入 300,000 1,151,000 

長期借入金の返済による支出 △727,693 △831,367 

社債の償還による支出 △124,200 △57,500 

自己株式の取得による支出 △75 △263 

子会社の自己株式の取得による支出 △1,954 △228,378 

配当金の支払額 △78,135 △154,972 

非支配株主への配当金の支払額 － △5,752 

リース債務の返済による支出 △11,401 △11,401 

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,089,227 △23,285 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △23,365 4,498 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,157 2,570,532 

現金及び現金同等物の期首残高 4,181,810 6,692,340 

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,182,967 9,262,872 

 

- 8 -



（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 第１四半期連結会計期間より、九州建設株式会社を連結子会社としております。この結果、特別利益として負のの

れん発生益2,037,324千円を計上したこと等により、当第２四半期連結累計期間において利益剰余金が1,996,119千円

増加し、当第２四半期連結会計期間末において利益剰余金が5,985,443千円となっております。 

 

（当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動）

 第１四半期連結会計期間において、九州建設株式会社の株式を取得したため、連結の範囲に含めております。当該

連結の範囲の変更は、当第２四半期連結会計期間の属する連結会計年度の連結財務諸表に重要な影響を与える見込み

であります。当該影響の概要は、連結損益計算書の特別利益（負ののれん発生益）等の増加であります。なお、九州

建設株式会社は当社の特定子会社に該当しております。 

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算） 

 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純損益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。
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３．補足情報

受注の状況（連結）

（１）受注高

  受注高

平成30年３月期第２四半期 23,869 百万円 20.9 ％

平成29年３月期第２四半期 19,750 百万円 △15.0 ％

（注）パーセント表示は、前年同期比増減率であります。

 

（参考）受注実績内訳

区分

平成29年３月期

第２四半期

平成30年３月期

第２四半期
比較増減 増減率

百万円 （％） 百万円 （％） 百万円 ％

建

 

設

 

事

 

業

土木

官公庁 6,526 (33.0) 5,550 (23.3) △976 △15.0 

民間 1,273 (6.4) 1,808 (7.6) 534 42.1 

計 7,800 (39.5) 7,358 (30.8) △441 △5.7 

建築

官公庁 206 (1.0) 1,575 (6.6) 1,369 664.1 

民間 11,743 (59.5) 14,937 (62.6) 3,194 27.2 

計 11,949 (60.5) 16,512 (69.2) 4,563 38.2 

合計

官公庁 6,732 (34.1) 7,125 (29.8) 393 5.8 

民間 13,016 (65.9) 16,745 (70.2) 3,728 28.6 

計 19,750 (100.0) 23,869 (100.0) 4,121 20.8 

（注）（ ）内のパーセント表示は、構成比率であります。

 

 

（２）受注予想

  受注高

平成30年３月期予想 53,000 百万円 20.3 ％

平成29年３月期実績 44,059 百万円 3.6 ％

（注）パーセント表示は、前年同期比増減率であります。
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